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平成２１年第６回中間市議会定例会会期日程(案) 

（会 期 １１月３０日～１２月１６日：１７日間） 

月   日 曜 本 会 議 委員会 審   査   事   項 

１１月３０日 月 

開   議 

 

 

午前１０時 

 

１．会期の決定 

２．同意案第３号、第４号 

３．議案第４６号～第６２号 

┌ 議案上程・提案理由説明 ┐  

└ 質疑・討論及び採決   ┘ 

１２月 １日 火 休   会   

１２月 ２日 水 

開   議 

 

 

午前１０時 

 

１．一般質問 

２．議案第４６号～第５２号  

議案第５４号～第６２号 

［ 質疑・討論及び採決・委員会付託 ］ 

１２月 ３日 木 休   会 委員会  

１２月 ４日 金 休   会 委員会  

１２月 ５日 土 休   会   

１２月 ６日 日 休   会   

１２月 ７日 月 休   会 委員会  

１２月 ８日 火 休   会 委員会  

１２月 ９日 水 休   会 委員会  

１２月１０日 木 休   会 委員会  

１２月１１日 金 休   会 委員会  

１２月１２日 土 休   会   

１２月１３日 日 休   会   

１２月１４日 月 休   会 委員会  

１２月１５日 火 休   会 委員会  

１２月１６日 水 

開   議 

 

 

午前１０時 

 

１．議案第４６号～第５１号 

議案第５５号～第５７号 

２．意見書案第１５号～第１９号 

３．追加議案 

┌ 委員長報告・議案上程       ┐ 

└ 提案理由説明・質疑・討論及び採決 ┘ 
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諸 般 の 報 告 

         第６回中間市議会定例会 

                    平成２１年１１月３０日 

（報告書の受領） 

１．地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、各会計の例月出納検査結果報告書を下記の

とおり監査委員から１０月１日、７日、１６日、１１月４日、２４日付でそれぞれ受領した。 

記 

 （１）一般会計及び特別会計等  平成２０年度３月分～５月分、 

                 平成２１年度４月分～６月分 

 （２）病 院 事 業 会 計  平成２１年度６月分～８月分 

 （３）水 道 事 業 会 計  平成２１年度６月分～７月分 

 

２．地方自治法第１９９条第９項の規定により、定期監査結果報告書を下記のとおり監

査委員から１１月６日付で受領した。 

記 

 （１）健 康 増 進 課      平成２０年度、平成２１年度 

           

３．地方自治法第１９９条第９項の規定により、財政援助団体監査報告書を下記のとおり監査委

員から１１月１７日付で受領した。 

記 

 （１）中間市社会福祉協議会   平成１９年度、平成２０年度 

 

４．地方自治法第１８０条第２項の規定により、専決処分の報告書を下記のとおり市長から

１１月１０日付で受領した。 

記 

 （１）相手方及び損害賠償の額 

    人 身 損 害     １０件      ８８４，７３０円 

    物 件 損 害      ４件   １４，６９４，０２８円 

    車 両 損 害      １件      ７４０，０００円 

 （２）交通事故の概要 

    発 生 日 時      平成２１年１月１６日 午後４時１２分 

    発 生 場 所      中間市中尾四丁目７番２１号 

    事 故 の 状 況 

  本市非常勤職員（当時）が運転する中間市立さくら保育園通園バスが事故発生場

所の民家に衝突し、同バスに乗車中の園児及び保育士が負傷するとともに、同民家

及びその周辺の民家が損傷したもの。 

 

（意見書の提出） 
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  平成２１年９月３０日の本会議で可決された下記の意見書を関係機関に対し同日付で 

それぞれ送付した。 

記 

 （１）大胆できめ細かな雇用対策を求める意見書 

 （２）地方分権改革推進計画策定と新分権一括法制定を求める意見書 

 （３）生活保護の母子加算の復活を求める意見書 
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─────────────────────────────────────────────────── 

平成21年 第６回 12月（定例）中 間 市 議 会 会 議 録（第１日） 

                           平成21年11月30日（月曜日） 

─────────────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       平成21年11月30日 午前10時00分開会 

 日程第 １ 会期の決定 

 日程第 ２ 同意案第３号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について 

（日程第２ 提案理由説明・質疑・討論・採決） 

 日程第 ３ 同意案第４号 教育委員会の委員の任命について 

（日程第３ 提案理由説明・質疑・討論・採決） 

 日程第 ４ 第５３号議案 中間市特別職職員の給与等に関する条例等の一部を改正す

る条例 

（日程第４ 提案理由説明・質疑・討論・採決） 

 日程第 ５ 第４６号議案 平成２１年度中間市一般会計補正予算（第５号） 

 日程第 ６ 第４７号議案 平成２１年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第 

              ３号） 

 日程第 ７ 第４８号議案 平成２１年度中間市公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号） 

 日程第 ８ 第４９号議案 平成２１年度中間市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第 ９ 第５０号議案 平成２１年度中間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号） 

 日程第１０ 第５１号議案 平成２１年度中間市水道事業会計補正予算（第２号） 

（日程第５～日程第１０ 提案理由説明） 

 日程第１１ 第５２号議案 中間市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に

関する条例の一部を改正する条例 

 日程第１２ 第５４号議案 中間市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正

する条例 

 日程第１３ 第５５号議案 中間市市税条例の一部を改正する条例 

 日程第１４ 第５６号議案 中間市乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する

条例 

（日程第１１～日程第１４ 提案理由説明） 

 日程第１５ 第５７号議案 公の施設の指定管理者の指定について 

（日程第１５ 提案理由説明） 
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 日程第１６ 第５８号議案 福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の

数の減少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更に

ついて 

 日程第１７ 第５９号議案 福岡県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の

数の減少及び福岡県後期高齢者医療広域連合規約の変更

について 

 日程第１８ 第６０号議案 福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織する地方

公共団体の数の減少について 

（日程第１６～日程第１８ 提案理由説明） 

 日程第１９ 第６１号議案 遠賀・中間地域広域行政事務組合の共同処理する事務の変

更及び遠賀・中間地域広域行政事務組合規約の変更につ

いて 

 日程第２０ 第６２号議案 遠賀・中間地域広域行政事務組合の共同処理する事務の変

更に伴う財産処分について 

（日程第１９～日程第２０ 提案理由説明） 

 日程第２１ 会議録署名議員の指名 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

────────────────────────────── 

出席議員（17名） 

１番 中家多恵子君       ２番 藤本 利彦君 

３番 安田 明美君       ４番 植本 種實君 

５番 宮下  寛君       ６番 青木 孝子君 

７番 原田 隆博君       ８番 井上 太一君 

９番 掛田るみ子君      １０番 草場 満彦君 

１１番 中尾 淳子君      １２番 古野 嘉久君  

１４番 井上 久雄君      １６番 堀田 英雄君  

１７番 片岡 誠二君      １８番 下川 俊秀君  

１９番 米満 一彦君                  

────────────────────────────── 

欠席議員（２名） 

１３番 上村 武郎君      １５番 山本 慎悟君  

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 
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────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………… 松下 俊男君   副市長 …………… 小南 哲雄君 

教育長 …………… 吉田  孝君   総務部長 ………… 中野  諭君 

市民部長 ………… 小島 一行君   保健福祉部長 …… 藤井 紀生君 

福祉事務所長 …… 溝口  悟君   建設産業部長 …… 野上 忠良君 

教育部長 ………… 中村信一郎君   上下水道局長 …… 佐藤 満洋君 

市立病院事務長 … 行徳 幸弘君   消防長 …………… 一田 健二君 

総務課長 ………… 白尾 啓介君   経営企画課長 …… 松尾 壮吾君 

財政課長 ………… 高橋  洋君   課税課長 ………… 門司  清君 

介護保険課長 …… 山本 信弘君   健康増進課長 …… 中尾三千雄君 

産業振興課長 …… 今井 秀明君   教育総務課長 …… 一田 和彦君 

生涯学習課長 …… 山崎 淳子君   営業課長 ………… 有川 善博君 

下水道課長 ……… 永野 博之君                    

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 植木 建一君       次長 小田 清人君 

書記 岡  和訓君       書記 江上真由美君 

────────────────────────────── 
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午前10時00分開会 

○議長（井上 太一君）   

 おはようございます。ただいままでの出席議員は１７名で定足数に達しております。こ

れより平成２１年第６回中間市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付しておりますので、ご了承をお願いいたします。 

 この際、日程に入ります前に諸般の報告を行います。報告事項はお手元に配付してある

とおりであります。朗読は省略したいと思いますので、ご了承をお願いいたします。 

 なお、本日の議案等の朗読は省略したいと思いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会期の決定 

○議長（井上 太一君）   

 これより、日程第１、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期定例会の会期は、お手元の会期日程表のとおり、本日から

１２月１６日までの１７日間といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 ご異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は１７日間と決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．同意案第３号 

○議長（井上 太一君）   

 次に、日程第２、同意案第３号を議題とし、市長から提案理由の説明を求めます。松下

市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 同意案第３号中間市固定資産評価審査委員会の委員の選任について、提案理由を申し上

げます。 

 本市の固定資産評価審査委員会の委員であります今井昇氏の任期が、平成２１年１２月

２５日で満了いたしますことから、引き続き同氏を同委員に選任いたしたく、地方税法第

４２３条第３項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。ご同意のほど、よ

ろしくお願いを申し上げます。 

○議長（井上 太一君）   

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております同意案第３号は委員会の付託を省略
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したいと思いますが、これにご異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 討論なしと認めます。 

 これより同意案第３号固定資産評価審査委員会の委員の選任についてを採決いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております同意案第３号は、これに同意するこ

とにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 ご異議なしと認めます。よって、同意案第３号は、これに同意することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．同意案第４号 

○議長（井上 太一君）   

 次に、日程第３、同意案第４号を議題とし、市長から提案理由の説明を求めます。松下

市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 同意案第４号教育委員会の委員の任命について、提案理由を申し上げます。 

 本市の教育委員会の委員であります佐野正稔氏の任期が、平成２１年１２月３１日で満

了いたしますことから、後任の委員として、教育行政に高い識見を有しておられます迫本

義男氏を任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定

により、議会の同意を求めるものでございます。ご同意のほど、よろしくお願いを申し上

げます。 

○議長（井上 太一君）   

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております同意案第４号は委員会の付託を省略

したいと思いますが、これにご異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   
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 ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 討論なしと認めます。 

 これより同意案第４号教育委員会の委員の任命についてを採決いたします。 

 この採決は無記名投票をもって行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

（議場閉鎖） 

○議長（井上 太一君）   

 ただいまの出席議員は１６人であります。 

 投票用紙を配付させます。 

（投票用紙配付） 

○議長（井上 太一君）   

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

（投票箱点検） 

○議長（井上 太一君）   

 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。本件について同意することに賛成の諸君は賛成と、また反対の

諸君は反対と記載の上、点呼に応じて順次投票を願います。 

 なお、重ねて申し上げます。投票中賛否を表明しない投票及び賛否の明らかでない投票

は、会議規則第７０条第２項の規定により否とみなします。 

 点呼を命じます。 

（事務局長点呼・議員投票） 

……………………………………………………………………………… 

 １番  中家多恵子議員      ２番  藤本 利彦議員 

 ３番  安田 明美議員      ４番  植本 種實議員 

 ５番  宮下  寛議員      ６番  青木 孝子議員 

 ７番  原田 隆博議員      ９番  掛田るみ子議員 

１０番  草場 満彦議員     １１番  中尾 淳子議員 

１２番  古野 嘉久議員     １４番  井上 久雄議員 
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１６番  堀田 英雄議員     １７番  片岡 誠二議員 

１８番  下川 俊秀議員     １９番  米満 一彦議員 

……………………………………………………………………………… 

○議長（井上 太一君）   

 投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

（議場開鎖） 

○議長（井上 太一君）   

 開票を行います。会議規則第３１条第２項の規定により、立会人に中家多恵子さん及び

米満一彦君を指名いたします。よって、両君の立ち会いを願います。 

（開票） 

○議長（井上 太一君）   

 投票の結果を報告いたします。 

 投票総数１６票、これは先ほどの出席議員数に符合しております。そのうち賛成１４票、

反対２票、以上のとおり賛成多数であります。よって、同意案第４号については、これを

同意することに決しました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

午前10時10分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時11分再開 

○議長（井上 太一君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．第５３号議案 

○議長（井上 太一君）   

 次に、日程第４、第５３号議案中間市特別職職員の給与等に関する条例等の一部を改正

する条例を議題とし、市長から提案理由の説明を求めます。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 第５３号議案中間市特別職職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例について、

提案理由を申し上げます。 

 今回の条例改正は、本年度の人事院勧告に基づき、特別職及び一般職職員の給与の改正

を行うものでございます。 
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 具体的な改正内容といたしましては、まず、一般職職員におきまして０.２２％の官民

格差是正のため、初任給を中心とした若年層及び医師の給料表を除き、すべての給料月額

の引き下げを行うものでございます。 

 また、本年４月から、この改定の実施の日の前日までの期間に係る格差相当分を解消す

るため、４月の給与額に調整率である０.２４％を乗じて得た額に、４月から１１月まで

の月数を乗じて得た額と本年６月に支給した期末勤勉手当に調整率を乗じて得た額を合計

し、１２月期の期末勤勉手当から控除するものでございます。 

 次に、市長、副市長及び教育長におきましては、本年度の１２月期の期末手当の支給率

を１.７５月から１.６５月とし、０.１月分を削減することといたしております。 

 また、市議会議員の皆様方の期末手当におきましても、同様に０.１月分の削減を提案

させていただくものでございます。 

 また、一般職職員におきましては、本年度の１２月期の期末手当の支給率を１.６月か

ら１.５月とし、０.１月分を削減するとともに、勤勉手当の支給率を０.７５月から

０.７月とし、０.０５月分を削減することとし、期末手当と勤勉手当を合わせて

０.１５月分を削減し、支給率を２.３５月から２.２月とするものでございます。 

 また、再任用職員におきましては、期末手当の支給率を０.８５月から０.８月とし、

０.０５月分を削減することとし、支給率を１.２５月から１.２月分とするものでござい

ます。 

 最後に、超過勤務手当の支給割合の引き上げでございますが、平成２２年４月１日から

月６０時間を超える超過勤務に係る超過勤務手当の支給割合を１００分の１５０に引き上

げるとともに、本来の支給割合との差額分の支給にかえて正規の勤務時間においても勤務

することを要しない日または時間を指定することができる代替休の制度を新設するもので

ございます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（井上 太一君）   

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。宮下寛君。 

○議員（５番 宮下  寛君）   

 今何％、何カ月とかいう形で出されとる。具体的に実際一般職員が、平均ですよ。どの

くらい減額となるものか、これちょっと教えてほしい。 

○議長（井上 太一君）   

 白尾総務課長。 

○総務課長（白尾 啓介君）   

 お答えいたします。一般職職員におきましては、月例給でございますけども、月額で申

しますと８５８円、０.２３％の月額となりまして、平均給与３７万１,６６０円が３７万

８０２円となるものでございます。 
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 それから賞与におきましては、１４万円の減額、８.１％の減額となりまして、平均

１７１万９,０００円が１５８万円と減額となるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（井上 太一君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております第５３号議案については、委員会の

付託を省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。宮下寛君。 

○議員（５番 宮下  寛君）   

 共産党を代表して討論に入ります。 

 去る２６日、衆議院本会議で国家公務員一般給与法改定法案が可決をされました。これ

は自公政権のもとで出された８月の人事院勧告に基づき、国家公務員の給与とボーナスを

大幅に引き下げるものです。 

 これに先立つ総務委員会で、我が党の議員が、「この法案が自公政権の総人件費抑制政

策のもと、政治的圧力がかけられた中で出された人事院勧告をまともな検証もせずに、そ

のまま実施するものだ」という指摘に、原口総務相は「旧政権の政治的圧力について政府

内で検討して結論を得ていきたい」というような答弁をしているのですが、出されたもの

は何一つ変わらないものでした。 

 党議員は、「国家公務員の給与本体とボーナスなどを大幅に引き下げるものだ」と、

「国家公務員給与の引き下げは、地方公務員を初め、独立行政法人、国立大学法人、学校、

病院など、約５８０万人の労働者に大きな影響を与えかねず、景気の悪化、賃下げの悪循

環を招くだけだ」と批判し、反対しました。 

 今回の提案は、まさに我が党国会議員が指摘したとおりの事態が生じています。一般職

員、夏、冬合わせて１４万から１５万円の減収、市職員の生活を直撃し、同時に民間労働

者の賃下げにつながるものです。このことは、地域経済に重大な影響を与えるものであり、

到底認められるものではありません。 

 以上でもって反対討論を終わります。 

○議長（井上 太一君）   

 ほかに討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（井上 太一君）   

 これにて討論を終結いたします。 

 これより第５３号議案中間市特別職職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例

を起立により採決いたします。 

 本案については、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立） 

○議長（井上 太一君）   

 起立多数であります。よって、第５３号議案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第 ５．第４６号議案 

日程第 ６．第４７号議案 

日程第 ７．第４８号議案 

日程第 ８．第４９号議案 

日程第 ９．第５０号議案 

日程第１０．第５１号議案 

○議長（井上 太一君）   

 次に、日程第５、第４６号議案から日程第１０、第５１号議案までの平成２１年度各会

計補正予算６件を一括議題といたします。市長から提案理由の説明を求めます。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 第４６号議案から第５１号議案まで一括して提案理由を申し上げます。 

 まず、第４６号議案平成２１年度中間市一般会計補正予算（第５号）の提案理由を申し

上げます。 

 今回の補正予算の主なものといたしましては、歳出における職員人件費について、定員

管理計画に基づく退職者の補充抑制及び人事院勧告に準じた給与引き下げにより、職員給

７,２４０万円の減額、一般職期末勤勉手当８,４２０万円の減額、特別職期末手当

２４０万円の減額等、総額１億７,１２０万円を減額いたしております。 

 また、歳入において、本年度の普通交付税が確定いたしましたので、その額を減額をい

たしております。 

 平成２１年度におきます地方交付税の総額は、地方財政計画により１５兆８,２００億

円とし、前年度から２.７％増額と示されておりました。 

 しかしながら、本市におきましては、第１次産業就業者数及び耕地面積の規模が他の自

治体と比較いたしまして小さいことなどの理由から、本年度普通交付税額は４０億

４,４１０万円となり、前年度と比較いたしまして４,６８０万円、わずか１.２％の増に

とどまったことから、今回の減額補正となったものでございます。 
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 その他の具体的な歳出につきましては、民生費におきまして生活保護における母子加算

復活に伴う生活扶助費等５,８８０万円、児童センター・リンク移転に伴います用地費及

び工事費等８,９６０万円、障害者自立支援給付費１,７３０万円、ひとり親家庭の母親の

就労を支援する高等技能訓練促進給付費１１０万円をそれぞれ増額しております。 

 このように民生費では市民生活に直結する喫緊の福祉施策を予算計上し、速やかに実施

していくことといたしております。 

 また、政権交代により、執行停止が決定しました子育て応援特別手当関係予算４,１８０万

円をあわせて減額をいたしております。 

 衛生費としましては、新型インフルエンザ対策として、生活保護世帯や非課税世帯とい

った低所得者の予防接種を無料とする補助金２,５００万円を計上し、新型インフルエン

ザの感染拡大防止を図ることといたしております。 

 消防費におきましては、大規模災害や武力攻撃が発生した際に必要な情報を瞬時に本市

に伝達するとともに、なかまコミュニティ無線を通じて市民に緊急情報を伝達する全国瞬

時警報システム、通称ジェイアラートの設置費用といたしまして９００万円を計上し、安

全安心な市民生活の確保を図るものでございます。 

 このような歳出に伴う歳入予算につきましては、経済危機対策における公共事業の追加

に伴う地方負担の軽減を図り、地方公共団体が地域における公共投資を円滑に実施するこ

とができよう、国から配分される地域活性化・公共投資臨時交付金４,４００万円、生活

保護費国庫負担金３,７９０万円、新型インフルエンザ予防接種事業費県補助金１,８７０万

円、障害者自立支援給付費国県負担金１,３００万円、児童センター整備事業等の地方債

９,０００万円、財源調整としまして前年度繰越金３１０万円を増額いたしております。 

 以上によりまして、歳入歳出とも、それぞれ２,７００万円の補正予算を追加計上し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ１６２億３,４１０万円とするものでございます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第４７号議案平成２１年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第３号）

の提案理由を申し上げます。 

 まず、歳出の主な内容といたしましては、諸拠出金等が確定しましたことに伴い、老人

保健拠出金４,７５０万円、後期高齢者支援金等１,３００万円、介護納付金１,２９０万

円を減額いたしております。 

 次に、歳入の主な内容といたしましては、国民健康保険税１億６,３００万円、療養給

付費交付金５,９６０万円を減額し、後期高齢者交付金１億４,１１０万円、歳入欠陥補て

ん収入１,４４０万円を増額いたしております。 

 以上によりまして、歳入歳出それぞれ７,２０９万円を減額し、予算の総額をそれぞれ

６５億７,３００万円とするものでございます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 
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 次に、第４８号議案平成２１年度中間市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて、提案理由を申し上げます。 

 今回の補正の主な内容といたしましては、歳出におきまして、人事異動及び給与改定に

より人件費を１,５２０万円減額し、また、下水道受益者負担金の一括納付件数が増加し

ましたことにより、受益者負担金報償費を４００万円増額するものでございます。 

 次に、歳入におきましては、下水道受益者負担金を１,６００万円増額し、一般会計繰

入金を２,７２０万円減額するものでございます。 

 以上によりまして、歳入歳出それぞれ１,１２５万円減額し、予算の総額をそれぞれ

２０億７,１１５万円とするものでございます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第４９号議案平成２１年度中間市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）の提

案理由を申し上げます。 

 まず、保険事業勘定の歳出といたしましては、総務費におきまして、人事院勧告及び人

事異動に伴う職員人件費を３５０万円減額し、介護保険制度の啓発パンフレット作成費用

といたしまして、印刷製本費２２０万円を増額計上いたしております。 

 歳入につきましては、歳出補正に伴う職員給与等繰入金を３５０万円減額し、介護従事

者処遇改善臨時特例基金からの繰入金２２０万円を増額計上しております。 

 次に、介護サービス事業勘定の歳出といたしましては、居宅介護支援等事業に用いる公

用車の購入費用といたしまして、居宅介護支援事業費を１３０万円増額計上しております。 

 歳入予算につきましては、前年度繰越金を１３０万円増額計上しております。 

 以上によりまして、保険事業勘定にサービス事業勘定を加えた補正予算の総額に歳入歳

出それぞれ３万円を追加し、予算総額をそれぞれ３２億３,２４１万円とするものでござ

います。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第５０号議案平成２１年度中間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の

提案理由を申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、出納整理期間であります４月及び５月に収納された後期高齢

者医療保険料の受け入れに係る会計年度が、福岡県後期高齢者広域連合と市町村とで異な

るため発生したものでございます。 

 その内容といたしましては、同広域連合では、平成２１年３月末までに収納された保険

料を平成２０年度の歳入として受け入れるのに対しまして、市町村では出納整理期間が設

けられているために、平成２１年５月末日までに収納された保険料を平成２０年度の歳入

として受け入れることとされております。 

 これによりまして、当会計において、平成２０年度会計で受け入れた４月及び５月の収

納金額を平成２１年度会計へ繰り越しし、同広域連合へ支出するためのものでございます。 
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 まず、歳出の主なものといたしましては、後期高齢者医療広域連合納付金１,１６０万

円を増額いたしております。 

 次に、歳入の主なものにつきましては、一般会計繰入金５０万円を減額し、償還金及び

還付加算金３０万円、繰越金１,１８０万円を増額いたしております。 

 以上によりまして、歳入歳出それぞれ１,１６８万円を増額し、予算の総額を歳入歳出

それぞれ６億７,０２７万円とするものでございます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第５１号議案平成２１年度中間市水道事業会計補正予算（第２号）について、提

案理由を申し上げます。 

 今回の補正は、本年度、西部浄水場更新計画に伴う高度浄水処理方式の有効性を実証す

るために実験調査業務を委託し、本年度末までの予定で実験を開始しておりますが、今後

予定しております厚生労働省への変更認可申請を円滑に行うためには、年間を通じた浄水

処理の安定的な有効性を実証することが必要となりましたことから、実験調査期間を平成

２２年９月まで延長することに伴うものでございます。 

 このことによりまして、本委託業務を２カ年事業とするため、平成２２年度に２,８９９万

７,０００円を追加し、総額５,６９９万７,０００円の継続費として計上するものでござ

います。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（井上 太一君）   

 ただいま議題となっております平成２１年度各会計補正予算６件に対する質疑は、

１２月２日の本会議で行いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．第５２号議案 

日程第１２．第５４号議案 

日程第１３．第５５号議案 

日程第１４．第５６号議案 

○議長（井上 太一君）   

 次に、日程第１１、第５２号議案及び日程第１２、第５４号議案から日程第１４、第

５６議案までの条例改正４件を一括議題といたします。市長から提案理由の説明を求めま

す。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 第５２号議案及び第５４号議案から第５６号議案まで一括して提案理由を申し上げます。 

 第５２号議案中間市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一

部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

 今回の条例改正は、雇用保険法等の一部を改正する法律における船員保険法が一部改正
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されたことに伴いまして、本市においても条例改正の必要が生じたものでございます。 

 内容といたしましては、船員保険制度の職務上疾病と年金の部分が労働者災害補償保険

制度に統合されるもので、地方公務員である船員のうち、再任用短時間勤務職員について

は、これまで船員保険法の適用を受けておりましたが、今回の法の改正によりまして、常

勤の地方公務員である船員と同様、地方公務員災害補償法に基づく補償を行うこととした

ものでございます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第５４号議案中間市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて、提案理由を申し上げます。 

 今回の条例改正は、平成２２年４月１日から農業共済事業が再編され、遠賀・中間地域

広域行政事務組合が共同処理しております事務が、京築北九州農業共済組合において処理

されることに伴い、本市におきましても同事業における農業共済損害評価会の委員を廃止

する必要が生じたことによるものでございます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第５５号議案中間市市税条例の一部を改正する条例について、提案理由を申し上

げます。 

 今回の条例改正は、平成２０年４月３０日に地方税法等の一部を改正する法律が公布さ

れ、個人住民税における寄附金控除の対象が拡大されたことに伴い、改正するものでござ

います。 

 改正の概要といたしましては、寄附金控除の対象に現行の都道府県・市区町村に対する

寄附金、住所地の都道府県共同募金会に対する寄附金及び住所地の日本赤十字社支部に対

する寄附金の３種類に、平成２１年度から所得税の寄附金控除の対象寄附金の中から、都

道府県または市区町村が地域における住民の福祉の増進に寄与する寄附金として条例で定

めるものを追加するものでございます。 

 主な対象寄附金は、社会福祉法人及び学校法人等に対する寄附金でございます。 

 福岡県も本年６月議会において福岡県税条例の一部を改正する条例を議決しております

ことから、同様の改正を行うものでございます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第５６号議案中間市乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例につ

いて、提案理由を申し上げます。 

 今回の条例改正は、乳幼児医療の対象年齢の引き上げによるものでございます。 

 乳幼児医療の対象者につきましては、現在のところ小学校入学前までの乳幼児を対象と

しておりますが、全国的に見ましても少子化対策の観点から、対象を拡大する動きが各地

で進んでおります。 

 近隣市町村で申しますと、岡垣町が平成２０年１０月から、また、直方市が平成２１年
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４月から３歳以上の自己負担を無料化し、北九州市と水巻町が平成２１年１０月から対象

年齢を小学校３年生相当まで引き上げております。 

 中間市におきましても多方面からの要望を受け、また、私の公約でもございますことか

ら、拡大の方向を検討いたしましたところ、子育て支援の対策といたしまして、子育て支

援の幅を広げる方向が有効であると、そのような結論に達したところでございます。 

 また、対象年齢につきましては、将来的には中学校入学までとしたい考えはございます

が、財政的な問題も考慮し、今回は小学３年生相当の年齢まで拡大するものでございます。 

 なお、対象者に小学生が含まれますことから、条例の題名につきましても、現行の中間

市乳幼児医療費の支給に関する条例を中間市乳幼児・児童医療費の支給に関する条例に改

正することといたしております。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（井上 太一君）   

 ただいま議題となっております条例改正４件に対する質疑は、１２月２日の本会議で行

いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．第５７号議案 

○議長（井上 太一君）   

 次に、日程第１５、第５７号議案公の施設の指定管理者の指定についてを議題といたし

ます。市長から提案理由の説明を求めます。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 第５７号議案公の施設の指定管理者の指定について、提案理由を申し上げます。 

 平成２２年４月１日から、中間市生涯学習センターの管理運営を指定管理者に行わせる

ため、中間市公の施設における指定管理者の指定手続等に関する条例に基づき、指定管理

者の指定を行うものでございます。 

 生涯学習センターは、平成１９年度から株式会社ドット・コミュニケーションズを指定

管理者としてまいりましたが、平成２２年３月３１日をもちまして期間満了となりますこ

とから、改めて指定管理者の候補者を選定したところでございます。 

 指定管理者の選定につきましては、同条例第２条の規定に基づき公募を行いましたとこ

ろ、４つの事業者等からの申請がございました。 

 指定管理者の候補者を選定すべく、同条例施行規則に基づく指定管理者選定委員会を設

置をし、各事業者等から提出されました施設の事業や収支計画、団体の経営状況及び当該

団体によります施設運営計画等の書類審査を行うとともに、各事業者等によるプレゼン

テーションの実施など、総合的な審査を行った結果、株式会社西日本医療福祉総合セン

ターを指定管理者の候補者として選定したところでございます。 

 選定理由といたしましては、利用者の平等な利用の確保及びサービスの向上を図るため
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の事業計画や施設の適切な維持及び管理並びに経費の縮減に関する運営計画が総合的に高

い評価を得たことによるものでございます。 

 このことから、当該事業者を中間市生涯学習センターの指定管理者として指定して、指

定期間を平成２２年４月１日から平成２５年３月３１日までの３年間とすることについて、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（井上 太一君）   

 ただいま議題となっております第５７号議案に対する質疑は、１２月２日の本会議で行

いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．第５８号議案 

日程第１７．第５９号議案 

日程第１８．第６０号議案 

○議長（井上 太一君）   

 次に、日程第１６、第５８号議案から日程第１８、第６０号議案までの組合規約変更等

３件を一括議題といたします。市長から提案理由の説明を求めます。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 第５８号議案から第６０号議案まで一括して提案理由を申し上げます。 

 まず、５８号議案福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及

び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について、提案理由を申し上げます。 

 平成２２年２月１日から八女郡黒木町、同郡立花町、同郡矢部村及び同郡星野村が廃さ

れ、その区域が八女市に編入されること並びにこの合併により八女東部広域衛生施設組合

が解散されることに伴いまして、福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体

の数を減少し、福岡県市町村職員退職手当組合規約を変更するため、地方自治法第

２９０条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第５９号議案福岡県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少

及び福岡県後期高齢者医療広域連合規約の変更について、提案理由を申し上げます。 

 今回の規約の変更の内容といたしましては、平成２２年２月１日から市町村合併により

八女郡黒木町、同郡立花町、同郡矢部村及び同郡星野村が廃され、その区域が八女市に編

入されることに伴いまして、福岡県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数

が減少することになり、同広域連合の議員の定数を７５人から７２人に変更するものでご

ざいます。 

 同規約の変更に当たりましては、地方自治法第２９１条の１１の規定によりまして、関

係地方公共団体の議会の議決を経なければならないことから、議決を求めるものでござい
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ます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

 次に、第６０号議案福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織する地方公共団体

の数の減少について、提案理由を申し上げます。 

 平成２２年２月１日から八女郡黒木町、同郡立花町、同郡矢部村及び同郡星野村が廃さ

れ、その区域が八女市に編入されることに伴いまして、福岡県市町村消防団員等公務災害

補償組合を組織する地方公共団体の数を減少するため、地方自治法第２９０条の規定によ

りまして議会の議決を求めるものでございます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（井上 太一君）   

 ただいま議題となっております組合規約変更等３件に対する質疑は、１２月２日の本会

議で行いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．第６１号議案 

日程第２０．第６２号議案 

○議長（井上 太一君）   

 次に、日程第１９、第６１号議案及び日程第２０、第６２号議案の組合規約変更等２件

を一括議題といたします。市長から提案理由の説明を求めます。松下市長。 

○市長（松下 俊男君）   

 第６１号議案及び第６２号議案につきまして、一括して提案理由を申し上げます。 

 まず、第６１号議案遠賀・中間地域広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及び遠

賀・中間地域広域行政事務組合の規約の変更について。次に、第６２号議案遠賀・中間地

域広域行政事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分については、関連がござい

ますので、一括して提案理由を申し上げます。 

 平成２２年４月１日から農業共済事業が再編されることに伴い、遠賀・中間地域広域行

政事務組合が共同処理している事務が京築北九州農業共済組合におきまして処理されるこ

とになります。 

 このことから、遠賀・中間地域広域行政事務組合における共同処理する事務の変更及び

遠賀・中間地域広域行政事務組合規約を変更する必要が生じており、また、同組合が所有

する農業共済事業に係る財産を、一部を除いて平成２２年４月１日から京築北九州農業共

済組合に帰属させるため、財産処分をする必要が生じているところでございます。 

 このようなことから、これらについて地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決

を求めるものでございます。 

 ご審議のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（井上 太一君）   



- 22 - 

 ただいま議題となっております組合規約変更等２件に対する質疑は、１２月２日の本会

議で行いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．会議録署名議員の指名 

○議長（井上 太一君）   

 これより、日程第２１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第７６条の規定により、議長において藤本利彦君及

び下川俊秀君を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（井上 太一君）   

 以上で、本日の日程はすべて終了いたしましたので、本日はこれにて散会いたします。 

午前10時47分散会 

────────────────────────────── 
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